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このほかの情報もたくさん掲載！
「わかやまイベントボード」 

URL http://eventboard.shiminjuku.jp/

みんなでつくる情報板

わかやまイベントボード
●しょうがいを持つ子どもと家
族のためのファミリーコンサー
ト
　なかなか家族そろって外出で
きないご家族に安心して参加で
きる場を。
日時　6月 4日（日）
　　　13:30 ～ 15:00
場所　和歌山ビッグ愛 1 階大
ホール
参加費　無料
定員　300 名
問い合わせ・申し込み　ぐりっ
とら（concert_glittra@yahoo.c
o.jp）
備考　詳細はぐりっとらウェブ
サイトを（http://www4.hp-ez.
com/hp/glittra2010/）

●古民家で昔ばなしを聞く会
　昔、おじいさんやおばあさん
が炉端で語ってくれたように、
和歌山に伝わる昔ばなしを和歌
山の土地ことばで。
日時　6月 4日（日）
　　　14:00 ～ 14:30
場所　旧中筋家住宅表門休憩室
（和歌山市禰宜）
出演　和歌山昔ばなしを語る会
参加費　無料
定員　20 名程度（申込不要）
問い合わせ　和歌山市文化振興
課（073-435-1194）

●ベビーマッサージ＆リフレッ
シュヨガ
　主に産後間もない母子を対象
にしたベビーマッサージとヨガ
体験。ママ同士の意見交換の時
間もたっぷり！
日程　6月 9日（金）
　　　10:00 ～ 11:30
場所　トラットリアエジソン内
なないろ貸しスペース
参加費　2,500 円（オイル・施
設使用料等込み、申し込み必要）
問い合わせ・申込み　ベビー
マッサージ教室ころん（coron
baby@gmail.com）

●南半球から考える、日本の
ジェンダー
　日本は 111 位の「ジェンダー
ギャップ指数」ですがアルゼン
チンはなんと 33 位！現地リ
サーチの報告です。
日程　6月 11 日（日）
　　　13:30 ～ 15:00
場所　和歌山ビッグ愛 9 階会議
室 A
講師　飯塚友佳子さん
定員　20 名
参加費　無料（申し込み必要）
問い合わせ・申込み　和歌山ｅ
かんぱにい（ecompany821@
gmail.com・080-4645-2424）

和歌山を創る新聞

かつくわ隔週金曜掲載
　　　 特定非営利活動法人
　　　 わかやまNPOセンター
〒640-8331 和歌山市美園町 5-6-12
TEL 073-424-2223　FAX 073-423-8355
E-mail info@wnc.jp  URL http://www.wnc.jp/
編集　志場 久起
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０
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　和歌山市内にある名湯、花山温泉。阪和道和歌山インター近くに位置しているので交通アクセスも良く、休日には県内外問わず各地から訪れる入
浴客でにぎわいます。そんな花山温泉の近くには里山があり、ボランティアによる保全活動が行われています。
　今回はその里山保全活動に取り組んでいる「花山うららくらぶ」を紹介します。里山の所有者でもある、代表の中村源吾さんにお話をうかがいました。

花山うららくらぶ
活動日：毎月第 2土曜日・第 4日曜日　9:30 ～（詳細はお問い合わせを）
事務局連絡先：090-2283-3297（植本さん）
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２
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。
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齢
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に

な
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れ
る
次
の
世
代

が
参
加
し
て
く
れ
れ
ば
と

う
れ
し
い
と
の
こ
と
。
近

とはわかつく
和歌山県内で NPO（民間非営利組織）の支援を
おこなっている「わかやま NPO センター」の
責任編集で、市民のみなさんによる公益的な活
動や、これからのまちづくりに必要と思われる
様々な情報を隔週連載でご紹介する紙面です。
2013 年 4 月以降のバックナンバーはわかやま
NPOセンターウェブサイトで公開中。

【目標 8　包摂的かつ持続

可能な経済成長及び人々

の完全かつ生産的な雇用

と働きがいのある人間ら

しい雇用（ディーセント・

ワーク）を促進する】

　目標 8 は経済成長と雇

用について取り上げられています。2030 年までの

目標として、① 一人あたり経済成長率の持続、② 高

いレベルの経済生産性の達成、③ 適切な雇用創出、

開発重視型政策の促進等による中小企業の設立や

成長の奨励、④ 消費と生産における資源効率を改善

し、経済成長と環境悪化を分断する、⑤ 年齢や性別・

障がいの有無を問わず、生産的雇用と人間らしい

仕事、同一労働同一賃金を達成する、⑥ 2020 年ま

でに就労・就学・職業訓練を受けていない若者の

割合を大幅に減らす、⑦ 強制労働の根絶、人身売買

や児童労働の禁止、2025 年までに児童兵士の募集・

S D
G を知ろう　⑩

国連・持続可能な開発目標
s

使用の撲滅を実施する、⑧ 移住労働者などを含め、

すべての労働者の権利を保護する、⑨ 雇用創出・地

方の文化振興や産品販促につながる持続可能な観

光業を促進する、⑩ 金融機関の能力強化による、銀

行・保険・金融サービスへのアクセスの確保、以

上 10 項目が、そのために、⑪ 開発途上国への貿易

援助拡大、⑫ 若年雇用のための世界戦略と国際労働

機関（ILO）に関する世界協定を運用する、という

施策が謳われています。

◆　　　◆　　　◆

　持続可能な成長を進めるためには、世界に暮ら

すすべての人が、経済を活性化できる質の高い雇

用を得られるための社会づくりが必要である、と

しています。世界の人口の約半数は 1 日約 2 ドル

の所得で生活していると推測されており、貧困の

根絶のためには経済政策・社会政策の見直しと改

革が必要として、質の高い雇用をどう創出するか

が大きな課題としてあげられています。

　また「人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）」

の欠如は、民主主義の根幹をなす「基本的な社会

的契約」が形骸化していると警鐘を鳴らしていま

す。

　そのうえで、すべての人々のための働きがいの

ある人間らしい仕事をはじめとし、若者の雇用促

進、女性の経済的能力強化等を通じた、持続可能

な革新的で人間中心の経済構築を目指すこととし

ており、そのために強制労働や人身売買、児童労

働の根絶が必要であると強く訴えています。そし

て生産能力と生産性の向上、生産雇用の増大に向

けた施策の展開が必要であるとしています。

◆　　　◆　　　◆

　日本では「働き方改革」などという形で、ディー

セント・ワークの考え方が少しずつ広がってきて

います。また少子高齢化対策や、女性が安心して

働くことができる社会づくりの一環として、時短

勤務や企業内保育所の整備等、様々な働き方が認

められつつあります。

　一方、近年再び注目されるようになった「過労死」

「過労自殺」、そして「ブラック企業」などといっ

た労働問題は今なお大きな社会問題となっていま

す。また、他の先進国に比べて著しく低いという

指摘も多い労働生産性の改善なども必要になりそ

うです。労働の問題は決して発展途上国だけの問

題ではありません。
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取
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。
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３月に行われた植樹の様子３月に行われた植樹の様子

竹林の伐採・整備活動の様子。竹を伐採し里
山を維持管理します

里山に咲く松月里山に咲く松月 ヤマツツジヤマツツジ


